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選
を
闘
い
て
い
た
だ
く
で
め
次
よ
よ

り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
校

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
来
年
の
一
月
三

日
℃・1

今
年
も
も
う
わ
ず
か
。
十
二
月
は
仕

たこ砧げをする塩尻保育園児

}. 

I古語

治 活
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ビ

ウィー
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市民の動き

(12月 1日現。)

(十 43)

(+ 29) 

57，669人 (+ 14) 

世帯数 33，783世帯干 (+ 53) 

( )内は前月比です

112，541人

54，872人

総人口

男

女

ー 2ページ

・3ページ

...4・5ページ

・6ページ

.7ページ

・8ページ

主な内容

市長、市議会議長の新年ごあいさつ…

上回ノ〈イパス若

成人式を迎えるにあた って私の思、うこと

成人式のご案内

上田市森林組合の職員及び作業買を募集

おくやみ



く

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

。

い
ま
昭
和
五
十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
ね

り
、
過
去
営
々
と
つ
と
め
て
ま
い
り
ま

X

し
た
都
市
基
盤
の
整
備
を
集
大
成
す
る
。

た
め
、
今
年
か
ら
は
後
期
五
か
年
の
諸

O

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
わ
け
で
す
ね

が
、
市
民
憲
章
を
基
調
と
し
た
「
明
る

M

〈
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

M

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

さ

い

ま

て

最

善

の

努

力

を

い

た

す

所

存

で

あ

り

ひ

す
。

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
イ
ラ
ン
・
ア
フ
に
よ
り
景
気
の
動
向
も
低
迷
を
続
け
、
ま
す
。

O

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
ガ
ン
問
題
や
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
地
方
自
治
体
の
行
財
政
は
極
め
て
厳
し
市
民
の
み
な
き
ん
、
ど
う
か
本
年
も
。

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
が
あ
り
、
ま
た
圏
内
で
も
衆
・
参
両
院
い
環
境
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
政
に
対
し
倍
旧
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
阿

昨
年
は
、
市
政
に
対
し
一
方
な
ら
ぬ
の
ダ
ブ
ル
選
挙
や
冷
夏
に
よ
る
冷
害
問
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
当
市
に
お
き
ま
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

M

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
題
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く
、
こ
と
多
き
し
て
は
、
み
な
さ
ま
が
た
の
ご
協
力
の
に
、
み
な
さ
ま
が
た
の
ご
多
幸
を
お
析
。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

心

か

ら

年

で

あ

り

ま

し

た

。

も

と

に

、

上

田

市

長

期

基

本

構

想

の

前

り

申

し

上

げ

ま

し

て

、

新

年

の

ご

あ

い

O

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
不
安
定
な
内
外
の
情
勢
期
五
か
年
の
諸
事
業
も
順
調
に
進
ち
よ
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

o
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当
市
に
あ
り
ま
し
て
は
社
会
福
祉
制
度

M

の
充
実
と
社
会
経
済
の
発
展
に
伴
う
市
。

民
皆
様
方
の
ご
要
望
が
多
様
化
す
る
中
。

で
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
施
策
の
推
進
。

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぬ

民
主
々
義
社
会
に
お
い
て
は
、
と
く
)
八

に
政
治
や
行
政
に
た
ず
き
わ
っ
て
い
る
。

者
、
つ
ま
り
公
権
力
を
有
す
る
側
が
、
。

常
に
住
民
の
意
志
を
尊
重
す
る
厳
し
い

O

反
省
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
自
の

覚
を
し
て
お
り
ま
す
。

M

ど
う
ぞ
本
年
も
市
政
に
対
し
倍
旧
の
。

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

O

し
ま
す
と
と
も
に
、

市
民
皆
機
方
の

ご
。

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
同

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

Lnr
、。
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市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
こ
に
清
新
に
満
ち
た
昭
和
五
十
六

年
の
新
春
を
迎
、
ぇ
、
市
民
の
皆
き
ん
の

ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
平
素
市
政
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
ニ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

-~ 

新

春

を

迎

え
て

上
田
市
長石

井

泉

年
頭
に
あ
た
イ〉

て

上
田
市
議
会
議
長-古仇

r

i
s月
1

軍

ム口
、
可
d
B

す。
過
ぎ
行
く
年
を
送
り
新
し
い
年
を
迎

え
る
の
は
、
清
例
な
流
れ
の
大
河
の
ほ

と
り
に
た
だ
づ
む
心
境
に
似
て
お
り
ま

す
。
流
れ
去
っ
た
一
九
八

O
年
は
、
緩

め
て
多
端
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

国
際
的
に
は
、
複
雑
な
内
容
を
秘
め

る
中
東
情
勢
の
悪
化
、
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
に
お
け
る
レ
ー
ガ
ン
氏
の
圧
勝
、

圏
内
に
お
い
て
は
、
夢
想
さ
え
し
な
か

っ
た
大
平
首
相
の
急
逝
、
衆
参
両
院
の

同
時
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
大
勝
、

ま
た
県
内
に
い
ね
き
ま
し
て
は
、
同
市
政
但

当
者
の
交
替
な
ど
、
激
動
す
る
社
会
情

勢
の
下
に
越
年
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
下
に
お
い
て
、

号~

i工

:30 

上
回
で
初
の

国
際
障
害
者
年
の
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク

二
人
の
人
聞
が
連
僻
し
て
手
を
と

り
合
い
、
平
等
の
立
場
か
ら
支
、えあ

っ
て
い
る
姿
を
表
現
し
て
お
り
、
平

等
'
希
望
・
支
援
を
表
し
て
い
ま
す
。

周
囲
の
葉
は
、
国
連
の
紋
章
の
一
部

で
す
。合年は

r国際障害者年J

八
日
堂
縁
日

(
一
月
七
日
・
八
日
)

マ
イ
カ
ー
で
の

参
詣
は
避
け
よ
う 〈テーマ〉完全参加と平等

は
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
が
付
い
て
い
て
外
米

者
と
対
話
が
で
き
る
、
各
部
屋
全
部
に
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ま
す
と
と
も
に
、
平
案
市
政
に
格
別
の

-
-
理
解
と
-
}
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

め
て
多
端
な
年
で
あ
り
ま
し
た。

国
際
的
に
は
複
雑
な
内
容
を
秘
め

る
中
東
情
勢
の
悪
化
、
ア
メ
リ
カ
大
統

号ー

上田バイパス着工

830 ふ_，' - - -(日目有J27tf-12JJ22日¥ t!l主
1 _ - - ¥1n3H昼j:fll!物必可/ ~. 

交通渋滞の解消願い

えつ

g

，
 

G
以

上
回
市
内
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る

-
h

た
め
の
、
「
上
回
バ
イ
パ
ス
」
(
上
塩

イ

尻
l
東
部
町
和
間
十
一
・
五
キ

ロ
)
の

一

起
工
式
が
、
十
二
月
十
三
日
行
わ
れ
ま

一

し
た
。

一

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
国
道
一
八
号
線

日
と
上
回
バ
イ
パ
ス
が
分
岐
す
る
上
塩
尻

町

地
区
の
現
地
で
、
工
事
の
安
全
を
祈
る

1

地
鋲
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
の
皆
さ
ん
が

伴
ク
ワ
入
れ
を
し
ま
し
た
。

戸

h
d和

建
設
省
や
市
で
は
、
上
回
バ
イ
パ
ス

昭

が

昭

和
四
十
六
年
秋
、
都
市
計
画
街
路

一

と
し
て
決
定
以
来
、
地
元
で
の
説
明
会
、

一

関
係
者
と
の
設
計
協
議
を
行
い
、
建
設

昨

に
つ
い
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
ぺ

一

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
四
十
九
年
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
重
な
り
、
工
事

着
工
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
一
期
工
事
分
と
し
て
、

上
塩
尻
と
住
吉
の
国
道
一
四
四
号
線
交

差
点
ま
で
の
五

・
四
キ
ロ
の
ル
ー
ト
が

決
定
し
、
上
塩
尻
か
ら
新
固
ま
で
(
生

塚
は
除
外
)
幅
ク
イ
打
ち
を
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
上
塩
尻
1

秋
和
間
一

・
四

キ
ロ
に
つ
い
て
は
、
地
元
役
員
な
ら
び

に
関
係
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
用
地
買
収
も
終
え
、
今
年
度
事
業

と
し
て
水
路
務
備
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
後
は
、
五
十
七
年
以
降
に
本
線
建

設
に
着
工
、
六
十
一
年
暫
定
断
面
二
車

線
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

当

者

叫

克

替

な

到

す

る

f

也
会
品
開
)

勢
の
下
に
越
年
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
下
に
お
い
て

餐
取
1
4
4
J
主
1
1
E
J
F
1
l
-
l
i
l
a

頭
の

ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

j 

<><><> 

マ
イ
カ
ー
で
の

参
詣
は
避
け
よ
う

地鎮祭でクワ入れをする石井市長

上
田
で
初
の

は
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
が
付
い
て
い
て
外
来

者
と
対
話
が
で
き
る
、
各
部
屋
全
部
に

非
常
ベ
ル
が
付
い

て
い
る
な
ど
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

一
戸
当
り
約
四
十
・
八
平
方
幻
で
、

六
畳
と
四
畳
半
の
続
き
の
洋
問
、
浴
室
、

台
所
兼
食
堂
、
ト
イ
レ
な
ど
が
あ
り
ま

す。
い
ま
ま
で
の
住
宅
は
、
昔
の
母
子
寮

を
改
造
し
た
だ
け
の
住
宅
で
身
障
者
向

け
の
設
計
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
一
層
快
適
な
生
活

が
送
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
残
り
の
一
般
身
障
者
向
け
住

宅
四
戸
に
つ
い
て
は
、
三
月
中
に
は
完

成
の
予
定
で
す
。

車
イ
ス
用
住
宅

こ
の
た
び
、
障
害
者
福
祉
都
市
事
業

の
一
環
と
し
て
工
事
を
進
め
て
き
た
単

身
の
身
体
障
害
者
向
け
住
宅
七
戸
(
七

世
帯
)
の
7
ち
、
車
イ
ス
用
住
宅
三
戸

が
旧
母
子
寮
の
跡
地
に
で
き
ま
し
た。

車
イ
ス
用
住
宅
は
、
県
内
で
も
珍
し

く
市
内
で
は
初
め
て
の
も
の
で
、
こ
の

住
宅
の
特
徴
は
、
部
屋
の
中
を
車
イ
ス

で
移
動
で
き
る
よ
う
に
玄
関
か
ら
部
屋
、

あ
る
い
は
谷
部
屋
ご
と
の
段
差
を
な
く

し
、
ま
た
た
と
え
ば
ト
イ
レ
な
ど
は
、

そ
こ
で
車
イ
ス
が
向
き
を
変
え
ら
れ
る

よ
う
に
十
分
な
ス
ペ

ー
ス
が
と
っ
て
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
流
し
台
の
下
に
は
、
ち
ょ
う
ど

車
イ
ス
が
入
れ
る
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、

お
ふ
ろ
も
車
イ
ス
か
ら
す
べ
っ
て
入
れ

る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
生
活
用
具

の
ほ
と
ん
ど
が
車
イ
ス
で
利
用
で
き
る

設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
玄
関
ド
ア
が
ス
イ
ッ
チ

一
つ
で
開
閉
で
き
る
、
台
所
兼
食
堂
に

玄関ドアはスイッチ一つで開閉できる自動ドア

流し台の下に車イスで入れるように設計されている

~恥一芸捧
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j 社 ・・・・・・・・・・ I1 ヶ ーーー;;
; 成人式を迎えるにあたって今ま内分を振 ! 

り返ってみると、ただ漠然と生きてきただけでは l 

! ないか?そんな気がします。これでは、人生は無 ; 

しいものになってしまいます。 i 

生きたいと ; 

「現代の若者は、観察力、批判カは鋭い ! 
っているが、自分を省みる気持ちは少な ; 

われますが、そうした不完全きを正し、 j 
しく、他人には理解と思いやりのある人 j 
て行ーきたいと思います。 ~

え号 (器開縦割一一一広報う830 戸第号~
30 

p
φ
φ
φ
φ
φ
φ
 

んは、それぞれ将来への

夢をいだき、 希望に燃えてお

日」は、成人Eられることと 思います。

い励ます行Eそこで、市内各地域(公民

にスターE館所在地)の 6人の皆きんに、

年で33回目E状人式を迎えるにあたって

思うこと、、を述べていただき

ました。

，J、jr--jj 中 …(
((林 i 酒田・E j( ( 島 a・‘ j 
j 御礼 1 ・r~で I 1 秋英 JI7~:_:-!_ ! 
j所子 Ii量 一 重 ;;和子 ，長lf j 
l . ~き I ~ 品 a・ il - さ ... 邑 a圃~ 1 
it ん ョ調 J jj 言 ん a・島庫.1
jき (戸 田園E j
j 生まれて20年がたち 私もこうして成人式を迎 ; ; 今までの私は 親姉妹をはじめ 多くの人々 ; 

i えること ができました。何度か苦しくて悲しくて、 1 1 の温かな保護のもとに育まれてきましたが、今、 i 
i 自分の感情を制御できないこともありました。 し ~ i 第 2の人生の第 1歩を歩み始めました。 l

かし 、家族という温かい愛情があったからこそ、 l i とても嬉しくかっ不安でいっぱいの心境ですが、 i 
! ここに私がいると思います ¥ ~ 成人となった私には、人間として社会のルールを j 
j 成人式を迎え、大人に 1歩足を踏み入れたのだ j j 守り、法と秩序を守ることは、義務でもあり責任 ; 

いう自覚を大切にし、今まで以上に自分自身の i i でもあるわけです。 1
: 行動に責任を持ち、 1歩 1歩、大人に近づいてい 1 . ~ ですから、その義務と責任を 1個の成年者とし i 
t きたい と思います i j て自覚し、立派な人格を形成することの努力を惜 { 

今 私は、父母に感謝したい気持ちでいっぱい ! 1 しまず前進したいと思います。 ( 

. で す。!1 

l
t
l
i
l
i--

!

!

!i
:ー

:
j
i

ll
j
j
i
l
t
 



一(5)一一一一昭和56年 1月1日 広報う

; ここ……一うことは

; 成人とは ーに子供カら大人になったとしう

ことではないと思います。一人前の社会人として、

; 蹄的的山一』吋も

会的にも白分の行動に責任を持たなければいけな

いと思思lいます。

; 人…ーる f20歳」を動

ある日々にしたいと思います Q

えだ一一一一(駒RL日品53)一一一一第 830 号、

田
中
俊
也
さ
ん

桜

よA

I:l 

会

社

員

)

1月15日は 「成人の日」

す。

この「成人の日」は、成

を迎える若人を祝い励ます行Eそこ で、

事として、昭和23年にスタ』館所在地)

卜したもので、今年て・33回目E、、成人式を

を迎えます。 思うこと も

上田市では 、今年約1.500人lました。

の皆さんが成人式を迎えます。

い

式

U

と

自

え

な

が

一

林

因

子

さ

ん

わ

人

?

。

私

迎

ぴ

式

す

が

成

引

い

や

た

に

を

喜

人

感

て

一
U

で

し

別

式

、

成

い

実

L

U

れ

ま

、

人

感

い

て

…

(

平

井

寺

・

会

社

員

)

か

そ

了

り

て

成

実

し

せ

だ

、

が

、

な

つ

に

う

ら

ま

ん

え

達

て

に

い

当

い

ぱ

ず

一

ヘ
i
1
!
l
g
i
z
-
-
i
I
R

な

迎

人

れ

う

と

本

と

す

は

、

を

の

く

よ

ら

。

だ

を

一

も

臼

り

て

う

か

ん

ん

す

心

…一

;
i
f

て

生

わ

け

思

た

せ

た

ま

ら

一

‘
E
E
F陣
・
F
r
h・
・

・

・

・

・

・

圃

れ

誕

ま

か

と

つ

ま

つ

い

か

山

幽
・
・
・
・
・
・
・
圃
圃
司
調
司
4
1
a
a
ゎ
、
、
を
な
な
い
な
思
今

世

勘
圃
圃
・
岨
は
泊
割
引

-
/
/
!
?
-
一

言

も

と

声

だ

に

思

に

と

一

回
・
・

τコヨ
-

A
a
a

と

で

る

ろ

ん

人

は

人

る

う

こ

・園開
l
t
!¥

I

J

式

。
く

い

た

成

と

成

く

よ

」
絹
阻
圃
・
・
・
・
圃

F
‘・
E
・
E
・

-

-

圃

人

ん

て

ろ

っ

、

る

と

て

る

サ
4
・
・
・
圃
圃
'
a
・
・
・
・
・
・
・
・
成
せ
い
い
な
し
わ

つ

い

れ

吋

j

j

i

司

i
li

a

-

-

-

-

-

-

・

ざ

ま

づ

、

に

か

変

や

わ

ら

一

a

a

a

-

-

-

・

い

き

近

か

人

し

が

、

が

、ぇ

…

f
i
l
-
-凶
咽

て

が

と

成

身

て

ど

迎

一

f

で

旅

自

身

ま

道

~

松

山

清

さ

ん

中

の

、

白

い

の

す

代

一

4
4

の

へ

て

分

思

分

ま

却

生

人

つ

自

三

白

い

。

の

人

大

途

、

た

、

「

一

(

上

室

賀

・

会

社

員

)

り

は

と

界

て

ど

か

は

り

と

い

世

い

い

い

れ

ゃ

あ

代

な

い

開

た

恩

こ

は

で

時

い

し

見

き

と

て

れ

り

生

て

厳

を

い

う

し

…

i
l
;
学

し

な

目

て

ろ

そ

日

l
、

く

は

り

う

く

い

だ

』

-E.，ph
・

・

・

・

圃

式

の

活

か

7

亡

き

歩

ち

ら

明

白
・
・
司
司
咽
吋
r
d
p

h
・

・

・

・

圃

劃

人

つ

。
生

つ

い

大

で

立

な

~

ぃ
畠

・

・

閉

持
主
一
円
紙

川

a

a

-

-

・

成

一

す

の

し

υ
、

足

旅

う

…

幽
幽
・
・
一

恥
れ
た
円
梢

4
・

・

圃

て

の

ま

て

が

J

そ

の

の

よ

て

a.

，R
忠

4iJ
:
¥
h・
・

し

へ

い

し

の

L

こ

分

へ

き

一

4----EE--園
町
、

h
・

・

・

・

そ

身

思

と

も

て

ら

白

人

、
ぞ

a

-

-

-

-

z

a

-

-

-

・

・

、

自

と

入

、つ

つ

か

、

大

よ

る

4
2司

4
・

・

・

・

・

人

分

だ

会

い

失

だ

し

が

代

ば
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-

-

-

-

-

成

自

ち

社

と

見
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探
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叩

ん

ナ

1
1
i
l
l
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の

立

己

を

す

を

そ
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え

自

か
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と

行

き
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お知らせ成
人
式
のご

案
内

え

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

、「，報-
A

市
で
は
、

n
は
た
ち
。
に
な
ら
れ
る

寸

皆
さ
ん
を
お
祝
い
し
て
、
一
月
十
五
日
嗣

一

成
人
の
日
に
、
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

恥
今
年
、
成
人
さ
れ
る
約
千
五
百
名
の

印
刷
皆
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日

鈍
か
ら
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

初
日
れ
た
人
で
す
。

刀
白
台
U
H

什
H
W

十
二
月
一
日
現
在
で
住
民
登
録
さ
れ

一

て
い
る
新
成
人
該
当
者
に
、
案
内
状
を

一

発
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
万
一
、
案
内

十
状
が
届
か
な
い
人
で
も
式
に
参
加
で
き

ま
す
。

A
U
 

回
と
き
:
・
-
月
十
五
日
嗣
午
後
一
時
三

第

十

分

か

ら

戸
と
ニ
ろ
:
・
上
回
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

号~

写真は、昨年行われだ成人式の

1コマ

お
願
い
・
:
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
自
家
用
車
で
の
出
席
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
地
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

H
H
|

月
引
日
ま
で

1

資
産
税
課
資
産
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

宅
地
の
税
金
は
、
そ
の
利
用
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

住
宅
や
ア
パ
ー
ト
の
敷
地
に
つ
い
て

は
、
住
宅
用
地
の
申
告
を
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
課
税
標
準
の
特
例
が
受
け
ら
れ
、

税
金
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
工
場
、
広

舗
、
事
務
所
、
駐
車
場
な
ど
の
敷
地
に

つ
い
て
は
、
特
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
特
例
を
受
け
る
に
は
、
宅
地
の

マ
日中作 ま

卒 業れ
程員弁
度( 五
で男

子
昭 )

平日
十
五
年
四
月

830 

所
有
者
が
一
月
三
十
一
日
出
ま
で
に
、

「
住
宅
用
地
申
告
書
」
(
資
産
税
課
に

あ
り
ま
す
)
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
申
告
が
遅
れ
ま
す
と
、
適
用
漏

れ
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
な
ど
の
敷
地
で
な
く
な

っ
た
場
合
に
も
、
取
り
消
し
の
申
告
が

必
要
で
す
。
こ
の
申
告
を
怠
り
ま
す
と
、

市
税
条
例
第
七
十
五
条
第
一
項
に
よ
り

過
料
を
諜
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の申

告
書

ー
提
出
期
限
・
ー
月
引
日
リ

資
産
税
課
資
産
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

償
却
資
産
の
申
告
書
提
出
期
限
は
、

一
月
三
十
一
日
出
で
す
。

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
償
却
資

産
と
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
卒

業
の
た
め
に
使
っ
て
い
る
有
形
固
定
資

産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価

償
却
伎
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法

の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、
出
金

ま
た
は
必
要
な
経
質
に
算
入
さ
れ
る
も

の
を
い
い

ま
す
。
(
鉱
業
権
、
持
主
川
崎問、

営
業
権
そ
の
他
の
無
形
減
価
償
却
資
産
、

及
び
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税

客
体
で
あ
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
)

金です

ございま

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
事
業
所
に
は

申
告
用
紙
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
が
、

該
当
す
る
が
配
付
さ
れ
な
い
事
業
所
は
、

お
手
数
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
募
集

管
理
課
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

有
線
②

0
7
3
1

昭
和
五
十
六
年
市
営
住
宅
補
充
入
居

者
の
募
集
を
、
一
月
十
二
日
聞
か
ら
二

十
一
日
附
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
市
役
所
二
階
管
理

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅
・
:
市
内
全
域
の
市
営
住
宅

申
込
資
格
・
:
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

市
内
に
勤
め
先
の
あ
る
人
で
、
住
宅

に
困

っ
て
い

る
人
②
同
居
者
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人
、

そ
の
他
特
定
の
単
身
者
(
六
十
歳
以

上
の
人
な
ど
)
③
公
営
住
宅
入
居
収

入
基
準
に
該
当
す
る
人

家
賃
:
・
千
円

l
一
万
九
千
円

抽
選
日
と
場
所
:
・
一
月
二
十
八
日
附
午

前
九
時
三
十
分
、
市
役
所
四
階
会
議

室
入

居

・:
補
充
入
居
で
す
の
で
、
希
望

す
る
団
地

の
住
宅
が
あ
い
た
と
き
、

入
居
の
順
番
に
従

っ
て
入
居
が
で
き

ま
す
。

て多 くの

加入する

そ
の
他
・・
・
五
十
五
年
に
市
申
し
込
ま
れ
入

居
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
あ
ら
た
め

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

上
田
技
術
専
門
校
の

訓
練
生
を
募
集

上
田
技
術
専
門
校
宮
⑮

0
6
0
0

長
野
県
上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
次

の
と
お
り
昭
和
五
十
六
年
四
月
入
校
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募集訓練職種 募集人員 学 歴 訓練期間

機 械 千キ 著干名 高卒または同等以上 1か年

自動車笠{有料 11 " 11 

電チ電算機科 " 11 11 

ー本 工 干キ 20名 中卒以上 11 

I容 字書 科若干名|主童話上の閥、 6か月

募
集
結
切
:
・

一
月
十
二
日
開

選
考
日
:
・

一
月
二
十
二
日
同

水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
の

一

凍
結
を
防
止
し
よ
う

~



と

き

・
:τ
月
十
五
日

十
分
か
ら

と
ニ
ろ
・;
上
田
市
民
会
館
大
ホ
|
ル

つ
い
て
は
、
特
例
が
あ
り
ま
せ
ん。

こ
の
特
例
を
受
け
る
に
は
、
宅
地
の

客及
体 び
で自
あ動
る車
も税 E

σ3 
は 軽
除自
か動
れ 車
ま 税
す の
)課

税

入
居
の
順
番
に
従

っ
て
入
居
が
で
き

ま
す
。

号-

卒
。
h
札
れ
~
A
ハ

す
J

マ
作
業

員

(
男
子
)

'
t
 

H
川
町
げ

u
i山
内
川
五
年
四
月
二

釘

附

年

有

第

〈

必

要

書

類

〉

制

一

受

験

申

込

書

(
上

田

市

森

林

組

合

事

問

縦

一

務

所

に

あ

り

ま

す

)

!

、

内

hu 

-

〈

人

員

V

4

9

m

針

そ

れ

ぞ

れ

若

干

名

で

⑬

蹴

〈

試

験

日

〉

人

錦

町

山

一

月

下

旬

政

問

問

〈

資

格

〉

〈

申

込

先

・

期

限

v

す

国

一
マ
林
業
技
術
職
員

(
男

子

)

一

月

十

日

出

か

ら

一

月

十

六

日

掛

ま

で

錦

一

高

校

ま

た

は

大

学

の

林

科

卒

程

度

で

、

で

に

、

上

田

市

森

林

組

合

事

務

所

へ

歳

年

か

昭

和

三

十

一

年

四

月

一

百

以

降

に

生

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

o

m

酔

え

e事
e事
6
9
e帯
感
母
申
母
船
場
春
場
験
場
。
事
験
場
験
場
略
事
態
品
物
船
母
瞬
、
骨
寄
場
態
勢
車
場
最
場
態
勢
勝
品
物
船
場
事
場
事

Awe骨
骨
母
品
。

Awe骨
hFeea旬

eawea骨

eeeae

長
野
県
に
お
け
る
部
落
解
放
の
組
織
部
落
解
放
同
盟
と
改
名
さ
れ
、
現
在
も
ぐ
る
差
別
事
件
が
頻
発
し
、
特
に
近
辺
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
重
大
な
社
会

や
活
動
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

で
は
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
に
、
旧
川
問
題
と
し
て
早
急
に
解
決
を
し
な
け
れ

行

わ

れ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

ご

存

じ

の

よ

う

に

明

治

政

府

以

来

、

西

村

岡

出

身

で

、

嫁

ぎ

先

で

、

差

別

に

ば

な

ら

な

い

と

し

た

同

和

対

策

事

業

特

長
野
県
下
で
も
昭
和
二
十
一
年
の
秋
部
落
差
別
を
残
す
事
に
よ
っ
て
対
外
侵
よ
っ
て
自
殺
し
た
南
沢
恵
美
子
さ
ん
の
別
措
置
法
の
基
に
な

っ
た
の
で
す
。

に
水
平
社
、
信
泌
同
仁
会
に
所
属
し
て
略
を
強
行
す
る
、
と
い
う
政
治
体
制
が
事
件
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
部
落
の
人
た
ち
は
部
落

い
た
活
動
家
が
統
合
し
て
団
結
す
る
方
崩
れ
さ
り
民
主
主
義
国
家
に
生
れ
変
わ
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
ま
す
と
解
放
に
生
れ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
差
別
さ

向
で
、
戸
倉
温
泉
で
会
議
が
聞
か
れ
、
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
憲
法
に
運
動
も
大
き
く
発
展
を
し
て
き
ま
し
た
。

れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
市
民
的
権
利

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
長
野
市
本
願
寺
明
記
さ
れ
た
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
し
か
し
、
社
会
意
識
と
し
て
あ
る
部
落
と
自
由
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で
す
i

別
院
に
お
い
て
、
中
央
委
員
長
の
松
本
て
い
る
部
落
問
題
を
放
置
し
て
き
た
と
差
別
の
あ
ら
ゆ
る
面
の
差
別
事
件
が
、
近
代
社
会
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

治
一
郎
さ
ん
を
迎
え
て
部
落
解
放
全
国
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
戦
後
の
昭
和
県
下
各
地
で
ま
た
上
田
市
で
も
起
き
ま
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

委
員
長
野
県
連
合
会
が
生
れ
ま
し
た
。
一
干
年
代
の
長
野
県
下
に
は
、
村
祭
や
し
た
。
よ
く
山
の
事
は
山
に
聞
け
、
海
の
頂
点
に
部
落
差
別
が
あ
り
ま
す
。
戦

県
下
勺
は
水
平
社
の
綱
領
、
「
部
落
解
放
山
林
の
入
会
権
問
題
、
学
校
給
食
な
ど
の
事
は
海
に
聞
け
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
後
の
解
放
運
動
は
、
部
落
差
別
を
始
め

は
部
落
民
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
絶
の
差
別
事
件
が
目
立

っ
て

起

き

、

旧

祢

あ

り

ま

す
。
部
落
問
題
も
部
落
か
ら
学
と
し
て
近
代
社
会
に
あ
る
一
切
の
差
別

対
に
解
放
を
期
す
」
と
い
う
自
覚
の
上
津
村
に
お
い
て
の
村
祭
や
入
会
権
問
題

べ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

を
無
く
す
運
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で

に
立
っ
て
、
市
町
村
の
部
落
に
ぞ
く
ぞ
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
県
知
事
の
林
昭
和
三
十
六
年
の
オ
|
ル
ロ
マ

ン
ス

す

。
で
す
か
ら
市
も
市
民
の
皆
き
ん
も

く
支
部
が
生
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
活
発
虎
雄
氏
が
祢
津
に
来
て
解
決
を
し
ま
し
事
件
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
行
政
み
ん
な
関
係
が
あ
り
、
こ
の
事
が
国
民

に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ

の

組

織

は

、

た

。

闘

争

に

発

展

し

、

部

落

解

放

は

国

・

県

・

的

課

題

で

あ

る

と

い

え

ま

す

。

昭
和
三
十
年
十
月
に
発
展
的
に
名
称
を
昭
和
三
十
年
代
に
は
結
婚
問
題
を
め
市
町
村
の
責
務
で
あ
り
国
民
的
課
題
で

830 

上
岡
市
森
林
組
合
の

職
員
及
び
作
業
員
を

募
集
し
ま
す

上
田
市
森
林
組
合
事
務
所

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線

3
2
5

有
線
②
0
7
5
1

ーベ7)一一一一昭和56年 1月1日 広報う

基本的

理解のために

! 同和問題を考える | 

総長。しを。煮るJあなたの国民年盗

⑩ 

成人を迎えられた皆さんおめでと うご ざいま

す。

あなた方も 20歳になると、成人とし て多くの

権利と義務が生まれます。国民年金に加入する

のもその一つです。

国民年金は、農林漁業、商工業、サー ビス業

などの自営業者とその家族、従業員 5人未満の

職場で働く皆さんとその家族のために 国が行っ

ているものです。

もう 2，800万人もの人が加入し、 600万人近く

の人が年金を受けており、わが国では一番大き

い年金制度です。

国民年金に加入して 、最近の 1年間保険料を

完納すれば、交通事故で‘障害者にな ったり 、夫

に死なれて未亡人になったりしたと き、生涯を

障害年金や母子年金て。保障されます。職場が変

われば、ほかの年金に通算されて、掛けた保険

料はむだにはなりません。

そして最低25年の保険料を納めると 、65歳に

老齢年金を受けて、しっかりした後半生の生活

設計が成り立ちます。

該当される方は、いますぐ印鑑を持参して、

国民年金加入の手続きを済ませましょ う。
つ
づ
く



関

信

次

さ

ん

中
央
五
丁
目

北
村
ふ
み
よ
さ
ん

岡
田
延
由
さ
ん

岩
佐
朝
信
き
ん

土
屋
け
さ
み
さ
ん

真

木

武

さ

ん

福
崎
勝
利
さ
ん

田
中
袈
裟
己
さ
ん

木
村
金
一
郎
さ
ん

関

沢

欣

三

き

ん

中

央

三

丁

目

中

央

北

二

丁

目

樋

口

辰

造

き

ん

田

中

博

江

き

ん

中

央

六

丁

目

(

鍛

冶

町

)

六

九

緑
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丘

一

丁

目

(

新

屋

)

六

八

丸

山

多

喜

雄

さ

ん

諏

訪

形

六

一

中

村

克

子

さ

ん

岩

下

一

五

宮

島

は

る

さ

ん

五

加

八

六

石
黒
浅

人

さ

ん

福

田

八

二

古

沢

こ

と

美

さ

ん

蛇

沢

七

六

台
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(
十
一
月
三
十
日
現
在
)

次
の
皆
き
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

え号一一一(関脇釘)一一広報う

「ねだきり予防教室にーっ
レ ご参加を」

-第 830

1月20日(刈

1月21日嗣

時間はいずれも午後 1時か ら4時までです。

1月の少年出張相談

新
田

〈社会隈社会係官⑫4100内 線378>

ところ

城下・川辺・泉田

西塩田

対 象 地 区

中塩田

城南公民館

塩田公民館
七
O 

新
田
)

下
小
島

町
吉
田

千
曲
町

五

加

中
之
条

中

野
下
之
郷

原
町

〈市少年育成センター青少年係官⑫4100内線681>

き… 1月21日嗣

畳の部午後 1時30分 -4時30分

夜の部午後 7時 -9時

とニろ…上野が丘公民館

.市内どこの地区から来ていただいてもかまいません。

.夜の部に申し込みがない場合は 、出張いたしません。

・秘密は厳守 します。

と

七七七七六七六七
五五 0 一二七八一

手
塚
貞
己
き
ん

手
塚
又
四
郎
き
ん

清
水
千
代
き
ん

片
桐
キ
セ
き
ん

重
田
保
長
き
ん

緑
が
丘
一
丁
目

戸
谷
り
ん
さ
ん

中
央
西
一
丁
目
(
上
紺
屋
町
)

西

川

徳

多

良

さ

ん

吉

田

田

口

浜

雄

さ

ん

倉

升

峯

村

義

貞

き

ん

中

組

小

菅

喜

代

人

さ

ん

下

郷

佐
藤
直
子
さ
ん

中

央

二

丁

目

(

横

町

)

梅

沢

き

み

子

さ

ん

吉

田

横

関

静

子

さ

ん

御

所

山

崎

園

生

さ

ん

山

口

倉
沢

ま

き

の

さ

ん

柳

沢

松

井

は

ま

さ

ん

吉

田

三

井

義

光

さ

ん

金

剛

寺

菊
岡
き
く
き

ん

学

海

南

橋

詰

朝

之

さ

ん

秋

和

堀
内
タ
ケ
ヲ
さ
ん

中
央
六
丁
目

(
愛
宕
町
)

岩
崎
泰
次
郎
さ
ん

林
之
郷

園
田
喜
恵
子
さ
ん

中
央
二
丁
目

(
材
木
町
)

大

久

保

称

さ

ん

中
央
三
丁
目

(木
町
)

中
村
あ
っ
し
き

ん

上

本

郷

伊

東

潔

さ

ん

中
央
北
二
丁
目

(新
田
)

関
川
善
治
さ
ん

緑
が
丘
二
丁
目
(
緑
が
丘
北
)

岡
神

畑

上
塩
尻

染

屋
新
屋

ノ、

九
一

九
二

八
二

八
三

金
井
せ
ん
さ
ん

常
国
一
丁
目

和
田
勝
枝
き
ん

田
中
ノ
プ
エ
き
ん

泉

と

よ

さ

ん

塩
沢
朋
信
き
ん

若
山
今
朝
巳
き
ん

山象
村
熊
重
き
ん

天
神
四
丁
目

(南
天
神
町
)

春
原
タ
ツ
き

ん

上

塩

尻

青
木
か
く
み
さ
ん

中
央
六
丁
目

(材
木
町
)

中
村
ゆ
き
子
さ
ん

中
央
西
一
丁
目
(
下
紺
屋
町
)

丹
藤
国
治
さ
ん
上
川
原
柳
町

堀

内

み

す

い

さ

ん

岡

峯
村
マ
サ
ヨ
き
ん

中

組

ノ、

七

中
常
国
)

下
小
島

五

加岡
五

加

中

組

七七七七八
四八 三 九 四

七八八八九五七五四
O 四四八五 O 三六 O

八
五

九
三

六
九

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
リ
、
さ
ら
に
す
は
正

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ

め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

七 九
七 三

七
四

七
四

七五七五 八 八
五一七二七七

青
島
美
和
子
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
下
紺
屋
町
)

横

山

と

し

よ

さ

ん

仁

古

田

輿
水
重
利
き
ん

天
神
一
丁
目

(北
天
神
町
)

増

沢

昇

さ

ん

川

辺

町

舟
見
、キ
ク
イ
き
ん

中
央
六
丁
目

(愛
宕
町
)

林

因

子

き

ん

小

泉

関
口
武
男
さ
ん

常
磐
城
二
丁
目
(
新
町
)

原

安

武

き

ん

院

内

宮
島
賢
次
き

ん

下

青
木

沓
掛

徹

二

さ

ん

下

塩

尻

尾

崎

四

郎

さ

ん

上

青
木

名
川
こ
よ
さ
ん

緑
が
丘
二
丁
目
(
緑
が
丘
北
)

八七
00  

五
七

六 七 六 五
O 一八八

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な

水

と

空

気

を

守

り
、
緑

の

あ

ふ

れ

る

ま

ち

に

し

ま

す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て

る

ま

ち

に

し

ま

す
。

一、

人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ

た

た

か

い

心
が

ふ

れ

あ
う

ま

ち

に

し

ま

す
。

一、

産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活

気

に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す

。

一、

平

和

と

自

由

を

求

め

、

広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち

に

し

ま

す
。

日(月)午

所 3階

で干かけ

八 六
六 四

八
六

八

O
七 六
五 四

八六 八 六 七
四五 二七 O

六
九

(!l)午前

f空:T}f2 
.お気
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